
介紹

結
果
を
、
山
国
・
相
楽
・
丹
後
の
三
林
業
地
帯
で

代
表
さ
せ
、
と
く
に
、
商
品
生
産
の
発
展
の
遅
れ

て
い
た
丹
後
で
ほ
と
ん
ど
宮
没
が
な
く
、
そ
れ
に

対
し
て
商
品
生
産
の
発
展
の
進
ん
で
い
た
相
楽
で

童
舞
が
み
ら
れ
る
「
逆
転
現
象
」
を
、
耕
地
と
私

有
林
と
の
補
語
・
結
合
関
係
の
中
で
の
入
会
利
用

の
多
様
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
農
民
的
商
品
流
通

の
概
念
を
拡
大
す
る
こ
と
か
ら
説
明
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
以
上
が
簡
単
な
素
描
で
あ
る
が
、
本
書
に
つ
い

て
三
橋
時
雄
氏
が
そ
の
書
評
（
『
書
斎
の
窓
』
翫

二
四
五
）
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
本
書

は
京
都
府
下
で
の
改
租
と
官
民
有
区
分
を
包
括
的

に
実
証
し
て
、
そ
こ
で
の
特
殊
性
を
見
出
し
、
そ

の
理
由
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
林
業
の
『
発

展
』
に
対
す
る
聴
し
い
見
解
の
提
示
と
そ
れ
に
基

づ
く
分
析
が
試
み
ら
れ
て
い
る
」
も
の
で
あ
っ
て
、

今
後
の
地
租
改
正
研
究
に
一
石
を
投
じ
た
も
の
と

い
え
よ
う
。
た
だ
、
一
言
私
見
を
述
べ
る
な
ら
、

幾
多
の
変
遷
を
経
て
決
定
さ
れ
た
地
価
の
本
質
を

い
か
に
把
握
す
る
の
か
、
そ
の
こ
と
が
、
地
租
軽

減
運
動
、
地
価
修
正
運
動
と
い
か
に
か
か
わ
る
の

か
に
つ
い
て
の
よ
り
つ
っ
こ
ん
だ
究
明
が
必
要
だ

と
思
い
わ
れ
、
ま
た
林
野
の
官
民
有
区
分
に
つ
い

で
は
、
農
民
の
再
生
産
構
造
の
中
で
の
林
野
の
占

め
る
位
置
と
、
そ
れ
を
基
盤
に
展
開
さ
れ
る
人
民

の
運
動
を
そ
の
民
習
・
官
没
決
定
の
大
き
な
要
因

と
し
て
お
さ
え
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
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和
歌
山
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史
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さ
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会
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和
歌
山
県
史
　
中
世
史
料
一

　
紀
伊
の
中
世
文
書
と
い
え
ば
、
高
野
山
金
剛
峯

寺
に
伝
来
さ
れ
て
き
た
「
宝
悉
曇
」
「
続
宝
簡
集
」

「
十
善
尊
簡
集
」
を
中
心
と
す
る
大
日
本
古
文
書

『
高
野
山
文
書
』
、
お
よ
び
山
内
諸
塔
頭
史
料
を
含

む
中
田
聖
寿
氏
編
『
高
野
山
文
書
』
を
誰
し
も
思

い
う
か
べ
る
が
、
今
般
、
　
『
和
歌
山
県
史
』
中
の

一
冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
「
中
世
史
料
一
」
は
、

右
の
『
高
野
出
文
書
』
の
う
ち
旧
領
内
文
書
を
修

訂
増
補
し
て
再
録
し
た
ほ
か
は
、
紀
ノ
川
流
域
の

在
地
文
書
を
新
た
に
多
数
紹
介
、
活
字
化
さ
れ
て

い
て
、
こ
の
地
の
荘
園
史
研
究
に
は
見
逃
す
こ
と

の
で
き
な
い
史
料
集
で
あ
る
。

　
紀
ノ
川
流
域
一
帯
を
包
含
す
る
紀
伊
北
部
は
、

東
寺
領
荘
園
（
若
狭
太
良
庄
、
丹
波
大
山
庄
等
）

と
並
ん
で
荘
園
史
研
究
の
最
も
蓄
積
さ
れ
て
き
た

地
域
で
、
江
頭
恒
治
氏
「
高
野
山
領
荘
園
の
研
究
」

を
は
じ
め
、
す
で
に
戦
前
か
ら
多
く
の
業
績
が
発

表
さ
れ
て
お
り
、
地
理
学
の
分
野
か
ら
も
「
河
谷

の
歴
史
地
理
」
が
そ
の
研
究
成
果
と
し
て
公
刊
さ

れ
て
い
て
、
今
な
お
研
究
者
の
関
心
を
ひ
き
つ
け

て
い
る
。
和
歌
山
県
で
は
、
文
化
財
保
存
事
業
と

し
て
昭
和
四
〇
年
度
か
ら
、
紀
ノ
川
・
有
田
川
・

日
高
川
流
域
等
を
重
点
に
古
文
書
調
査
を
実
施
し

て
こ
ら
れ
た
が
、
こ
の
「
中
世
史
料
一
」
は
そ
の

調
査
の
総
合
報
告
書
を
兼
ね
る
意
味
も
有
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
多
数
の
新

発
見
文
書
を
含
む
在
地
文
書
が
、
厳
密
な
史
料
批

判
、
吟
味
を
経
て
公
刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
該
地
域

の
中
世
に
於
け
る
実
態
究
明
に
大
き
く
稗
益
す
る

も
の
と
し
て
慶
賀
し
た
い
。

　
次
に
内
容
に
触
れ
る
と
、
本
巻
の
構
成
は
高
野

山
山
内
所
在
文
書
を
除
く
県
内
在
地
文
書
（
か
つ

て
所
在
し
た
文
書
も
含
む
）
の
う
ち
伊
都
・
那
賀

両
郡
の
中
世
文
書
を
二
〇
家
に
分
ち
、
各
家
別
編

年
に
配
列
す
る
体
裁
を
と
っ
て
い
る
。
時
代
は
平

安
中
期
の
正
暦
二
（
九
九
一
）
年
か
ら
、
豊
臣
政

権
末
期
の
文
禄
五
（
一
五
九
六
）
年
に
及
ぶ
。
中

世
の
終
末
を
文
禄
五
年
と
さ
れ
た
根
拠
は
今
一
つ

明
ら
か
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
文
禄
検
地
の
施
行

を
以
て
一
応
の
中
世
終
焉
と
考
え
ら
れ
た
か
と
も

思
わ
れ
る
。
さ
て
本
史
料
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る

家
別
文
書
の
う
ち
最
大
の
も
の
は
粉
河
東
村
王
子
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神
社
文
書
の
二
六
九
点
、
つ
い
で
隅
田
葛
原
家
文

書
の
二
三
三
点
、
以
下
西
光
寺
文
書
の
一
二
〇
点

等
の
順
と
な
っ
て
い
る
が
、
量
的
に
は
室
町
期
の

田
轟
亡
霊
を
含
む
靹
本
八
幡
神
社
文
書
の
方
が
西

光
寺
文
書
よ
り
は
る
か
に
大
で
あ
り
、
こ
の
三
原

・
王
子
・
靹
淵
の
三
家
文
書
だ
け
で
全
体
の
半
分

以
上
を
占
め
て
い
る
。
そ
の
蕊
原
家
文
書
を
は
じ

め
、
隅
田
地
区
で
は
隅
田
八
幡
神
社
文
書
、
六
三

家
共
有
文
書
以
下
六
家
の
文
書
が
収
録
さ
れ
た
た

め
、
石
清
水
八
幡
宮
領
紀
伊
隅
田
荘
お
よ
び
隅
田

党
関
係
文
書
群
が
本
巻
に
網
羅
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
こ
の
中
で
葛
原
家
文
書
所
収
の
宝
治
・
建

長
の
検
田
取
帳
は
中
田
氏
編
『
高
野
山
文
書
』
に

も
採
録
さ
れ
て
い
な
い
新
史
料
で
、
鎌
倉
初
期
の

隅
田
北
庄
の
名
田
の
実
態
、
経
営
内
容
が
伺
わ
れ

る
史
料
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
利
生
護
国

寺
文
書
所
収
の
数
点
の
南
朝
論
旨
は
、
従
来
か
ら

知
ら
れ
て
は
い
た
が
、
長
慶
天
皇
在
位
期
間
に
推

定
の
手
が
か
り
を
与
え
た
文
書
と
し
て
興
味
深
い
。

　
粉
河
地
区
に
入
っ
て
粉
河
寺
関
係
文
書
は
秀
吉

の
焼
打
ち
に
よ
り
残
存
点
数
は
少
な
い
が
、
南
北

朝
宋
室
町
初
期
に
か
け
て
こ
の
地
の
守
護
で
あ
っ

た
大
内
氏
の
文
書
が
若
干
あ
る
。
王
子
神
社
文
書

で
は
宝
月
圭
吾
氏
に
よ
り
一
部
紹
介
さ
れ
た
池
水

配
分
関
係
の
文
書
が
注
鼠
さ
れ
る
。
な
お
粉
河
寺

文
書
二
一
号
二
文
書
を
幕
府
奉
行
人
と
さ
れ
る
が
、

大
内
氏
奉
行
人
の
可
能
性
も
あ
り
、
巻
末
に
花
押

影
の
写
真
を
載
せ
て
頂
き
た
か
っ
た
。
安
楽
河
・

曲
淵
地
区
で
は
靹
淵
八
幡
神
社
文
書
が
全
国
的
に

・
も
数
少
い
惣
の
文
書
と
し
て
貴
重
で
あ
る
が
、
室

町
中
期
の
土
地
台
帳
類
が
新
た
に
紹
介
さ
れ
た
ほ

か
、
正
平
十
一
年
の
木
札
惣
荘
置
文
、
な
ら
び
に

大
和
絵
史
上
か
ら
も
注
目
す
べ
き
「
八
幡
縁
起
絵

巻
」
が
写
真
入
り
で
収
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
全

巻
通
じ
て
畠
山
氏
関
孫
文
書
が
散
見
さ
れ
る
が
、

河
内
・
紀
伊
に
於
る
畠
山
氏
守
護
領
国
の
実
態
究

明
は
、
従
来
殆
ん
ど
未
開
擁
で
あ
る
だ
け
に
今
後

の
課
題
と
し
て
本
巻
の
史
料
的
価
値
は
大
き
い
。
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桜
の
花
が
咲
く
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に

は
益
々
御
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

五
九
巻
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
史
林
の
発
行
も

今
号
よ
り
ほ
ぼ
定
期
刊
行
と
相
成
り
ま
し
た
。
こ

れ
も
会
員
皆
様
の
御
協
力
の
賜
で
あ
る
と
感
謝
致

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
こ
の
ペ
ー
ス
を
守
っ
て

よ
り
よ
き
雑
誌
を
目
ざ
し
て
頑
張
る
つ
も
り
で
す
。

今
号
に
は
、
藤
枝
先
生
の
国
際
歴
史
学
界
の
動
向

に
関
す
る
貴
重
な
御
報
告
を
掲
載
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
今
後
史
林
が
国
内
雑
誌
に
留
ま
ら
ず

海
外
に
普
及
す
る
た
め
に
も
、
こ
の
よ
う
な
報
告

を
数
多
く
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
会
員
諸
氏

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
編
集
部
に
ど
し
ど
し
御
意

見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
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